
(57)【要約】

【課題】内視鏡コネクタと内視鏡用光源プロセッサ装置

との接続を容易にしつつ、コネクタ接続部のがたつきに

よる照明光の光量の変化を抑えること。

【解決手段】コネクタ受け２０ａは、電子内視鏡１０の

信号コネクタ１１が接続される信号コネクタ受け２１と

、光学コネクタ１２が挿入される支持筒２２とを備える

。支持筒２２に光学コネクタ１２を挿入した際に、この

光学コネクタ１２の先端面に光が収斂するように定めら

れている。支持筒２２は、光学コネクタ１２が挿入され

た際に、光学コネクタ１２の先端を支持可能な長さを有

する。光学コネクタ１２の先端を位置決めするため、支

持筒２２の先端の上側には、内径が他の部分より小さい

小径部２２ａが形成され、先端の下側には内径が他の部

分より大きい大径部２２ｂが形成され、この大径部２２

ｂに付勢手段として板ばね２７が取り付けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 内 の 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 信 号 コ ネ ク タ と 、 内 視 鏡 内 に 引 き 通 さ れ た ラ イ ト ガ イ
ド に 照 明 光 を 入 射 さ せ る た め の 光 学 コ ネ ク タ と が 並 列 し て 配 置 さ れ た 一 体 構 造 の 内 視 鏡 コ
ネ ク タ に 接 続 さ れ る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 に お い て 、
　 前 記 光 学 コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ る 支 持 筒 を 備 え 、 該 支 持 筒 は 、 前 記 光 学 コ ネ ク タ が 挿 入 さ
れ た 際 に 、 該 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 を 支 持 可 能 な 長 さ を 有 し 、 前 記 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ
サ 装 置 内 に 設 け ら れ た 光 源 部 か ら 発 し た 照 明 光 の 取 り 込 み 位 置 に 前 記 光 学 コ ネ ク タ の 先 端
を 位 置 決 め す る
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 筒 の 先 端 部 内 側 に 、 前 記 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 を 一 方 側 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 が 設
け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 付 勢 手 段 は 、 前 記 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 を 上 側 に 付 勢 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 学 コ ネ ク タ を 挿 入 し た 際 の 先 端 側 に お け る 前 記 支 持 筒 と 前 記 光 学 コ ネ ク タ と の 間
の ク リ ア ラ ン ス は 、 他 の 部 位 の ク リ ア ラ ン ス よ り 小 さ く 設 定 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 内 の 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 信 号 コ ネ ク タ と 、 内 視 鏡 内 に 引 き 通 さ れ た
ラ イ ト ガ イ ド に 照 明 光 を 入 射 さ せ る た め の 光 学 コ ネ ク タ と が 並 列 し て 配 置 さ れ た 一 体 構 造
の 内 視 鏡 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 と し て は 、 従 来 か ら 図 ６ に 示 す よ う な 構 成 が 知 ら れ て い る 。
図 示 せ ぬ 内 視 鏡 に 接 続 さ れ た 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ は 、 信 号 コ ネ ク タ １ ａ と 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ
と が 並 列 し て 配 置 さ れ て 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。 信 号 コ ネ ク タ １ ａ は 、 図 示 せ ぬ 複 数 の 電
気 接 点 を 含 み 、 そ れ ぞ れ コ ネ ク タ 受 け ２ の 信 号 コ ネ ク タ 受 け ２ ａ に 接 続 さ れ 、 制 御 装 置 内
の 電 子 回 路 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ は 、 コ ネ ク タ 受 け
２ の 支 持 筒 ２ ｂ に 挿 入 さ れ 、 そ の 先 端 に 制 御 装 置 内 に 設 け ら れ た 光 源 ３ か ら の 照 明 光 が 収
斂 す る 位 置 で 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 支 持 筒 ２ ｂ は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ の 根 本 付 近 を 支 持 し て お り 、
光 学 コ ネ ク タ １ ｂ の 先 端 は 支 持 さ れ て い な い 。 こ の よ う な 内 視 鏡 制 御 装 置 の コ ネ ク タ 受 け
構 造 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の 図 １ に 開 示 さ れ て い る 。 な お 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ の 接 続 及 び 取
り 外 し を 容 易 に す る に は 、 コ ネ ク タ 受 け と の 間 に 所 定 の ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る 必 要 が あ
り 、 接 続 後 に 多 少 の が た つ き が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ９ ５ ０ ０ １ 号 公 報 　 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 で は 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ の が た つ
き に よ り 、 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ が 支 持 筒 ２ ｂ の 先 端 と 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ と の 上 側 の 接 点 Ｓ 1
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を 支 点 に 動 く た め 、 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ の 先 端 部 が 光 源 ３ か ら の 照 明 光 の 収 斂 位 置 に 対 し て
比 較 的 大 き く 変 位 し 、 こ れ に よ り 光 学 コ ネ ク タ １ ｂ に よ り 取 り 込 ま れ る 光 量 が 変 化 し 、 内
視 鏡 先 端 部 か ら 体 腔 内 に 照 射 さ れ る 照 明 光 の 光 量 が 変 動 し て 観 察 に 支 障 を き た す と い う 問
題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ と 内 視
鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と の 接 続 を 容 易 に し つ つ 、 照 明 光 の 光 量 の 変 化 を 抑 え る こ と が で
き る 内 視 鏡 制 御 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 発 明 に か か る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ
受 け 構 造 は 、 内 視 鏡 内 の 電 子 機 器 に 接 続 さ れ た 信 号 コ ネ ク タ と 、 内 視 鏡 内 に 引 き 通 さ れ た
ラ イ ト ガ イ ド に 照 明 光 を 入 射 さ せ る た め の 光 学 コ ネ ク タ と が 並 列 し て 配 置 さ れ た 一 体 構 造
の 内 視 鏡 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 構 造 に お い て 、 光 学 コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ る 支 持 筒 を 備 え 、
こ の 支 持 筒 は 、 光 学 コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ た 際 に 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 を 支 持 可 能 な 長 さ
を 有 し 、 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 内 に 設 け ら れ た 光 源 部 か ら 発 し た 照 明 光 の 取 り 込 み
位 置 に 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 を 位 置 決 め す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 を 位 置 決 め す る た め に は 、 支 持 筒 の 先 端 部 内 側 に 、 光 学 コ
ネ ク タ の 先 端 を 一 方 側 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 設 け て も よ い 。 付 勢 手 段 は 、 光 学 コ ネ ク タ の
先 端 を 上 側 に 付 勢 す る こ と が 望 ま し い 。 あ る い は 、 支 持 筒 と 光 学 コ ネ ク タ と の 間 の ク リ ア
ラ ン ス を 先 端 側 で 他 の 部 位 よ り 小 さ く し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 が 支 持 筒 に よ り 位 置 決 め さ れ る た め 、 内 視 鏡 コ ネ
ク タ が が た つ く 時 に は 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 上 部 と 支 持 筒 と が 接 す る 点 が 支 点 と な り 、 光 学
コ ネ ク タ の 先 端 の 変 位 を 抑 え 、 照 明 光 の 光 量 変 化 を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 多 少 の が
た つ き が あ っ て も 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 は 変 位 し な い た め 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ と コ ネ ク タ 受
け と の 間 に 必 要 な ク リ ア ラ ン ス を 確 保 す る こ と が で き 、 コ ネ ク タ の 接 続 及 び 取 り 外 し を 容
易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 支 持 筒 の 先 端 部 内 側 に 付 勢 手 段 を 設 け れ ば 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 の 変 位 を 小 さ く
抑 え る こ と が で き る 。 上 記 の よ う に 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ が が た つ く 時 に は 、 光 学 コ ネ ク タ の
先 端 上 部 が 支 点 と な る た め 、 付 勢 手 段 を 設 け る 場 合 に は 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 を 上 側 に 付
勢 す る よ う に す れ ば 、 小 さ な 付 勢 力 で 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 の 変 位 を 抑 え る こ と が で き る 。
あ る い は 、 支 持 筒 と 光 学 コ ネ ク タ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を 先 端 側 で 他 の 部 位 よ り 小 さ く す
れ ば 、 挿 入 の 際 の 操 作 性 を 犠 牲 に す る こ と な く 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 の 変 位 を 抑 え る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 の 実 施 の 形 態 に
つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 最 初 に 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ
装 置 に 接 続 さ れ る 電 子 内 視 鏡 に つ い て 説 明 し 、 続 い て 、 こ の 電 子 内 視 鏡 と 内 視 鏡 用 光 源 プ
ロ セ ッ サ 装 置 と の 接 続 関 係 を 説 明 し 、 そ の 後 、 発 明 の 要 旨 で あ る コ ネ ク タ 受 け 構 造 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は 、 電 子 内 視 鏡 の 外 観 図 で あ る 。 こ の 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 す る た め に
細 長 く 形 成 さ れ た 挿 入 部 １ ０ ａ 、 そ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 部 分 を 湾 曲 操 作 す る た め の ア ン
グ ル ノ ブ 等 を 有 す る 操 作 部 １ ０ ｂ 、 操 作 部 １ ０ ｂ と 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と を 接 続
す る た め に 操 作 部 １ ０ ｂ か ら 延 び る ケ ー ブ ル 部 １ ０ ｃ 、 及 び 、 ケ ー ブ ル 部 １ ０ ｃ の 先 端 を
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内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 着 脱 自 在 に 装 着 す る た め の 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ０ ｄ を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 内 部 に 対 物 光 学 系 及 び 撮 像 素 子 を 備 え
て い る 。 対 物 光 学 系 は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 に 対 向 し た 被 写 体 の 像 を 形 成 し 、 撮 像 素 子 は
、 対 物 光 学 系 に よ っ て 形 成 さ れ た 像 を 撮 像 し て 画 像 デ ー タ に 変 換 す る 。 内 視 鏡 コ ネ ク タ １
０ ｄ は 、 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ る 画 像 デ ー タ 等 の 電 気 信 号 が 伝 達 さ れ る 信 号 コ ネ ク タ １ １
と 、 内 視 鏡 １ ０ 内 に 引 き 通 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド に 照 明 光 を 入 射 さ せ る た め の 光 学 コ ネ ク タ
１ ２ と が 並 列 し て 配 置 さ れ て 一 体 に 構 成 さ れ て い る 。 信 号 コ ネ ク タ １ １ は 、 図 示 せ ぬ 複 数
の 電 気 接 点 を 含 み 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 部 ま で ラ イ ト ガ イ
ド が 引 き 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ０ ｄ は 、 図 ５ に 示 す 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ に 設 け ら れ た コ
ネ ク タ 受 け ２ ０ ａ に 接 続 さ れ る 。 コ ネ ク タ 受 け ２ ０ ａ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 信 号 コ ネ ク タ
１ １ が 接 続 さ れ る 信 号 コ ネ ク タ 受 け ２ １ と 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ が 挿 入 さ れ る 支 持 筒 ２ ２ と
を 備 え て い る 。 信 号 コ ネ ク タ 受 け ２ １ に は 、 ロ ッ ク レ バ ー ２ ３ が 一 体 に 設 け ら れ て お り 、
内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ０ ｄ を コ ネ ク タ 受 け ２ ０ ａ に 接 続 し た 状 態 で ロ ッ ク レ バ ー ２ ３ を 図 中 時
計 回 り に 所 定 角 度 回 転 さ せ る と 、 そ の 内 周 面 に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 溝 (図 示 略 )が 信 号 コ ネ ク
タ １ １ の 外 周 面 か ら 突 出 し た ロ ッ ク ピ ン １ １ ａ に 係 合 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ １
０ ｄ の 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ か ら の 脱 落 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ０ ｄ を コ ネ ク タ 受 け ２ ０ ａ に 接 続 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。 信 号 コ ネ ク タ 受 け ２ １ と 支 持 筒 ２ ２ と は 、 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ の ベ ー ス
２ ４ に 固 定 さ れ た 第 １ フ レ ー ム ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装
置 ２ ０ 内 に は 、 ラ ン プ 及 び リ フ レ ク タ を 備 え る 光 源 ３ ０ が ベ ー ス ２ ４ に 固 定 さ れ た 第 ２ フ
レ ー ム ２ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 支 持 筒 ２ ２ 及 び 光 源 ３ ０ は 、 支 持 筒 ２ ２ に 光 学 コ ネ ク
タ １ ２ を 挿 入 し た 際 に 、 こ の 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 面 に 光 が 収 斂 す る よ う に 位 置 関 係 が
定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 支 持 筒 ２ ２ は 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ が 挿 入 さ れ た 際 に 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 部
を 支 持 可 能 な 長 さ を 有 す る 。 そ し て 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 を 上 記 の 収 斂 位 置 で 位 置 決
め す る た め 、 支 持 筒 ２ ２ を 光 源 ３ ０ 側 か ら 見 た 図 ２ (Ａ )、 及 び 側 面 断 面 図 で あ る 図 ２ (Ｂ )
に 示 す よ う に 、 支 持 筒 ２ ２ の 先 端 の 上 側 に は 、 内 径 が 他 の 部 分 よ り 小 さ い 小 径 部 ２ ２ ａ が
形 成 さ れ る と 共 に 、 先 端 の 下 側 に は 内 径 が 他 の 部 分 よ り 大 き い 大 径 部 ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ 、
こ の 大 径 部 ２ ２ ｂ に 付 勢 手 段 と し て 板 ば ね ２ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 板 ば ね ２ ７ は 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ と の 関 係 を 示 す 図 ３ (Ａ )、 及 び 板 ば ね ２ ７ を 単 独 で 示
す 図 ３ (Ｂ )に 示 す よ う に 、 円 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 連 続 部 ２ ７ ａ と 、 軸 方 向 の 切 り 欠 き に
よ り 複 数 に 分 割 さ れ た 舌 片 部 ２ ７ ｂ と か ら 成 り 、 連 続 部 ２ ７ ａ を 支 持 筒 ２ ２ の 大 径 部 ２ ２
ｂ に 固 定 し 、 舌 片 部 ２ ７ ｂ に よ り 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 を 上 側 に 付 勢 し て 小 径 部 ２ ２ ａ
に 押 し 付 け る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 支 持 筒 ２ ２ を 上 記 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 部 が 支 持 筒 ２
２ に よ り 位 置 決 め さ れ る た め 、 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ０ ｄ が が た つ く 時 に は 光 学 コ ネ ク タ １ ２
の 先 端 上 部 と 支 持 筒 １ ２ と が 接 す る 点 Ｓ 2が 支 点 と な る 。 こ の た め 、 が た つ き が 生 じ た 場
合 に も 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 の 向 き が 僅 か に 変 化 す る の み で 、 先 端 の 位 置 は 変 化 し な
い 。 し た が っ て 、 光 源 ３ ０ か ら 発 し た 照 明 光 の 光 学 コ ネ ク タ １ ２ へ の 入 射 光 量 は が た つ き
に よ ら ず ほ ぼ 一 定 と な り 、 ラ イ ト ガ イ ド を 経 由 し て 内 視 鏡 先 端 か ら 体 腔 内 に 照 射 さ れ る 照
明 光 の 光 量 を ほ ぼ 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 以 外 の 部 位 で は 光 学 コ ネ ク タ １ ２ と 支 持 筒 ２ ２ と の ク リ
ア ラ ン ス を 十 分 に 確 保 で き る た め 、 支 持 筒 ２ ２ へ の 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 接 続 及 び 取 り 外 し
は 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 板 ば ね ２ ７ を 用 い て 光 学 コ ネ ク タ １ ２ の 先 端 部 を 位 置 決 め
し て い る が 、 板 ば ね ２ ７ 及 び 大 径 部 ２ ２ ｂ を 設 け る 代 わ り に 、 支 持 筒 ２ ２ の 先 端 の 内 周 全
体 に 小 径 部 ２ ２ ａ を 設 け 、 支 持 筒 ２ ２ と 光 学 コ ネ ク タ １ ２ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を そ れ ら
の 先 端 側 に お い て 他 の 部 位 よ り 小 さ く し て も よ い 。 こ の よ う に ク リ ア ラ ン ス を 調 整 す れ ば
、 挿 入 の 際 の 操 作 性 を 犠 牲 に す る こ と な く 、 光 学 コ ネ ク タ の 先 端 部 の 変 位 を 抑 え る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 を
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 (Ａ )は 図 １ の 支 持 筒 を 光 源 側 か ら 見 た 正 面 図 、 (Ｂ )は 図 １ の 支 持 等 と 光 学 ア ダ プ
タ ー の 係 合 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 (Ａ )は 図 １ の 光 学 ア ダ プ タ と 板 ば ね と の 関 係 を 示 す 斜 視 図 、 (Ｂ )は 図 １ の 板 ば ね
を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ
れ る 内 視 鏡 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と 内 視 鏡 コ ネ ク タ と
の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 の コ ネ ク タ 受 け 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ０ 　 　 　 電 子 内 視 鏡
１ ０ ａ 　 　 挿 入 部
１ ０ ｂ 　 　 操 作 部
１ ０ ｃ 　 　 ケ ー ブ ル 部
１ ０ ｄ 　 　 コ ネ ク タ 部
１ １ 　 　 　 信 号 コ ネ ク タ
１ ２ 　 　 　 光 学 コ ネ ク タ
２ ０ 　 　 　 内 視 鏡 用 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置
２ １ 　 　 　 信 号 コ ネ ク タ 受 け
２ ２ 　 　 　 支 持 筒
２ ２ ａ 　 　 小 径 部
２ ２ ｂ 　 　 大 径 部
２ ７ 　 　 　 板 ば ね
３ ０ 　 　 　 光 源

10

20

30

(5) JP 2007-97691 A 2007.4.19



【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2007-97691 A 2007.4.19



【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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要解决的问题：在便于内窥镜连接器和内窥镜的光源处理器的连接的同
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器的远端。当插入光学连接器12时，如图12所示。内径小于其他部分的
小直径部分22a形成在支撑筒22的远端的上侧，内径大于其它部分的大直
径部分22b形成在下侧在远端的一个部分22b上安装一个片簧27作为激励
装置。Ž
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